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研  修  名 実 施 日（ 予  定 ） 

介護福祉士 

実習指導者講習会 
８月３日(木)・４日(金)・１４(月)・１５日(火) 

介護福祉士 

ファーストステップ研修 

６月１７日(土)・１８日(日) ７月８(土)・９日(日) ８月２６(土)・２７日(日) 

９月９(土)・１０日(日) １０月１４(土)・１５日 (日)・２８(土)・２９日(日)   

１１月１１(土)・１２日(日)   １２月２日(土) 

介護福祉士基本研修 ７月２９(土)・３０日(日)    ９月３０日(土)   １０月１日(日) 

介護福祉士国家試験 

全国一斉模擬試験 
１２月２日(土) 

 

 

 

                 お 知 ら せ 
＊ホームページがリニューアルします。 

今回のリニューアルでは、会員の皆さまがより見やすく、より快適に利用できるホームページを目指

し、デザインと構成を一新します。また、スマートフォンでの対応も可能となります。 

＊4 月からの事務局開設日が水・木曜日に変更になります。 

発行 

山形県介護福祉士会広報委員会 

事務局 

山形県総合社会福祉センター内 

※掲載内容については変更になる場合があります。また、記載以外の
研修が開催になることもあります。ホームページや各種案内をご
確認ください。 

令和５年度 研修会実施予定 

日 時 令和５年５月２０日（土） 

会 場 山形ビッグウイング ４階 研修室 

受 付 １３：３０～       

総 会 １４：００～ 

研修会 １５：００～ 

演 題 介護福祉士の新時代 ～ケアをデザインするプロフェッショナル～ 

講 師 社会福祉法人つるかめ・株式会社つるかめ 

      副理事長 伊藤 順哉 氏 

＊研修会参加費  会員：無料   一般：1000円 

＊総会出欠のはがきは令和 5年 4月 25 日必着で投函願います。 

  ＊総会を欠席される場合は必ず委任状にご記名願います。 

第 39号 2023.3.29 

 

令和５年度 通常総会及び研修会開催のご案内 
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会員交流の ひ ろ ば 

「ちょっと恥ずかしい…」９歳の長男が言った。親の職業という宿題 

が出たらしい。誇らしげに介護福祉士と答えると顔をしかめたのだ。 

何を思ってそう呟いたのだろう。思い返すと、仕事の話はあまりして 

こなかった。長男にとって人の世話をする仕事は誇れないことなのか。 

その日から今日の出来事を話すようにした。利用者や家族が不安なく

暮らせるように支援する介護は、未来を支える職業だからこそ、恥ずか

しいという思いは断ち切って欲しい。長男は現在１１歳。ある日、手が

離せず「仕事の電話が鳴ったら出れる？」いつもやり取りを聞いていた

長男は「健生・通所介護の門脇の息子ですって言うよ！」成長したな、

息子よ。介護教育は今後も続けるとしよう。 

 

「私と長男の介護教育」 FAX・メールでお寄せください 

・ 

山形県老人保健施設協会 会長 佐々木大輔氏 

 

「禍転じて福となす」ということわざがあります。知者は仕事をするにあたって、禍を転じて福とし、失敗を

成功の母とするという意味です。コロナ禍での仕事は厳しいものがあります。しかし、多くのことを学んでいる

と思います。この数年間、インフルエンザやノロウイルスに罹患した人は少ないのですが、減少した理由として

介護福祉士の方が感染防御の方法を学び、実行されてきたことにもあるといわれております。 

パンデミックやエンデミックはインフルエンザ、A型肝炎、麻疹、百日咳、結核などでも発生します。また、

施設内感染もあり、感染症の制御は重要であり介護福祉士の役割は大切です。コロナから学んだ経験を福とする

ように期待します。 

リレー寄稿 「介護福祉士に期待すること」 

平成 29年 11 月に「外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律」が施行され 

ました。制度に介護職種が追加されて５年以上が経過し、現在も多くの実習生が入国されています。 

技能移転の取り組みは、国際貢献とわが国の介護職の社会的評価や介護サービスの資質向上にも繫がる 

ものです。実習生への適切な技能移転を図るためには、施設において指導の要となる技能実習指導員の 

役割が非常に重要となってきます。本講習は、第３号技能実習生を受け入れることができる要件の一つ 

に位置付けられ、これまで全国で約 12,000 名が修了されています。 

今年度は、令和 4 年 11月 14 日（月）山形国際交流プラザ（山形市）を会場に開催されました。 

当日は、「技能実習指導員の役割」「移転すべき技能の理論と指導方法」「技能実習指導の方法と展

開」「技能実習指導における課題への対応」を科目とし講義・演習がすすめられました。「理解度テス

ト」は、受講者全員が合格され修了証を授与させて頂きました。 

コロナ禍での開催となりましたが、受講頂いた皆様には格別のご理解とご協力を頂き、心からお礼を 

申しあげます。大変お疲れ様でした。皆様の今後のご活躍を心よりお祈りいたします。  

 

                                                佐々木 利典 

 

令和４年度 「介護職種の技能実習指導員講習」を終えて 

庄内支部 健生ふれあいクリニック通所介護 門脇 敬子 

皆さんの声を募集します 

・ 

【編集後記】 

今年の花粉飛散量は、過去最

大レベルという恐ろしい予

想が出ています。山形では、

スギ花粉のピークは 4 月中

旬、ヒノキ花粉が 4 月下旬頃

までとのこと。3 月 13 日か

らマスク着用は個人の判断

に委ねられるようになりま

したが、花粉症で介護現場で

働く私は、いずれにせよ、ま

だ暫くはマスクとの付き合

いが続きそうです。（H.T） 


